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JABEEが求める「応用化学」の知識

とくに応用化学分野では，以下の専門知識・能力を身につけることが
要求されています

(1)工学基礎： 応用数学、応用統計学(実験計画法、品質管理)、計
測（電気工学）、材料科学・力学、流体力学など

(2) 化学工学基礎： 化学工学量論、工業熱力学、移動現象論、化学
装置・プロセスの諸量計算・設計・制御など

(3) 専門基礎： 有機化学、無機化学、物理化学、分析化学、高分子
化学、電気化学、光化学、界面化学、環境化学、などの化学に関連す
る分野



化学を基盤とする「技術に堪能なる士君子」

化学コース（応用化学科）
目標とする技術者像

「化学の知識と技術を備え、民族・人種・性別を超え、仲間として一緒に
働きながら、高い倫理性で人類社会の発展に貢献する国際的な技術者」

化学の知識と技術を

身につけ、
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化学コース（応用化学科）
学習・教育到達目標

A. 「技術に堪能なる士君子」にふさわしい深い素養と豊

かな個性をもち、未来社会の創造に貢献できる。（技
術者としての基本的思想と人格形成）

1. 幅広い学問的基礎と、調和のとれた人間性をもとに、人類社
会の課題を見いだし、解決法を提案できる。

２．技術者としての倫理性を備え、社会的責任を果たすために自
主的に問題を設定し、その解決方法を追求することができる。



化学コース（応用化学科）
学習・教育到達目標

B. 科学技術に対する深い知識と洞察力を持ち、これら

を活用できる問題解決能力も身につけて、人類の幸
福に貢献する「もの創り」に取り組める。（技術者とし

ての基礎知識と学力の形成） 

1. 数学、物理、情報技術に関する基礎知識を修得し、「もの創
り」に応用できる。

２．有機化学，無機化学，物理化学，化学工学などの体系的な
専門知識を修得し、「もの創り」に応用できる。

３．修得した知識に基づいて未知の課題を見いだし、その解決
手法をデザインして、自発的に実験や研究などを計画・実行
できる。

４．新しい知識を自主的・継続的に吸収し、課題の解決に役立て
ることができる。



C．国際性と自立性に富む技術者として、他者と協働し

ながら、技術と人類社会や地球環境との調和に貢献
できる。（国際性、自立性、協働性）

１．資源、エネルギー、および環境の重要性を深く認識し、これら
と調和する「もの創り」を志向できる。

２．日本語や外国語を用いて、論理的な記述、プレゼンテーショ
ン、およびコミュニケーションを行うことができる。

３．国内外の技術者や関係者と協力しあって、課題の解決をめ
ざすことができる。

化学コース（応用化学科）
学習・教育到達目標



「国際水準」と「学習・教育到達目標」
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(a) (b) (c)
(d)

(e) (f) (g) (h) (i)
(1) (2) (3)

A
1 ◎ ○

2 ○ ◎

B

1 ◎

2 ◎ ◎ ◎

3 ◎

4 ◎

C

1 ◎

2 ◎

3 ◎

化学コース（旧応用化学科）の学習・教育到達目標を達成すると，
JABEEの求める水準に達成する
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